
 

 

 一昨年６月２９日からの豪雨により発生した災害では於福町内でも大き

な被害が出ました。これから降水量が増える時期に入ります。 

災害の発生に備えておきましょう。 

警戒レベル 

個別受信機 

 音声で避難情報、避難所の開設状況

などを確認できます。希望される方は、

公民館窓口にお声がけください。 

※設置マニュアルと本体を一緒にお渡

しします。難しい配線作業は特にありま

せん。 

日ごろから備えておきましょう！ 

お 福 公民館だより  
令和 ７ 年 ６ 月号   vol. ４０７ 

 
     於福公民館   美祢市於福町下 2848番地 1 

  TEL：56-0001    FAX：56-0044
   

mail:ofuku@city.mine.lg.jp      

まなぶ・つどう・むすぶ 

於福公民館 HP 

菜の花祭り 

 ４月２６日（土）、道の駅おふくで「創

業記念祭菜の花祭り」が開催。軽トラ

市やキッチンカーの出店のほか、マス

の塩焼きのふるまい、ビンゴ大会や菓

子まき、餅まきなどたくさんの催しが行

われ、地元の方や観光客でにぎわいま

した。 

 ５月上旬、西八幡宮の藤が見ごろに

なりました。公民館に来られた市外の

方に西八幡宮の場所を聞かれること

もあり、口コミなどを通じてその魅力

を知る人が増えていることを感じま

す。５月の連休中も、多くの方が藤棚

を見に来られていました。 

藤の花が満開に 

美祢市防災行政アプリ 

 文字に加え、音声・画像で市からの

避難情報、避難 

所の開設情報 

などを受信でき 

ます。 

 

災害に備えるための

ツール 
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厚狭川の川舟 

「お通と万作」 

【土田貞夫著「美祢の歴史メモ」より】 

天保一揆は天保２年（１８３１）７月２６日の山口宰判内小鯖

村（山口市）の皮番所事件を発端に三田尻地区の打ちこわし

が始まった。米相場の高騰を計る行為があったとする迷信的な

ものに、米商人・村役人への不満が重なり勃発した。二手に分

かれた一揆は、山口・小郡宰判に進んだ。8 月になって、藩内各

地に波及した。 

美祢宰判内の赤村（美東町赤郷）の農民は 21 日の夜に八

幡宮で５０～６０人が綱を鳴らして気勢をあげた。一揆勢は庄

屋・畔頭等の説得を振り切って 21 日午前２時頃、まず絵堂か

ら青景村へ進んで嘉万市に着き、途中２００人も増え、秋吉村に

着くころには総勢６00～７００人も集結した。 

8 月２１日に赤村で起こった一揆勢が青景・嘉万村で打ちこ

わしをしたので、吉田宰判内の於福村では、一揆が進入してく

ることを恐れた。そのため、庄屋宅に集った畔頭等は、百姓中に

一揆勢の進入を防ぐ名目で動員を触れた。ところが、一揆勢が

押し寄せることもなかったので、庄屋は動員の解除を触れた。し

かし、多人数を集めたので、隣町の一揆の噂を聞き、逆に於福

村での一揆の機運をたかめる結果になった。その内、農民は西

八幡社に橋普請の綱を打つ名目で集まることを申し合わせた。 

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                    

 ところが、大嶺村の下領八幡宮では、２0～３０人

が集って鐘をついて気勢をあげた。大嶺村の村役

人一同の取鎮めをかわして於福村に押しかけた。

ここで於福村の者も加わって多数の一揆勢となっ

た。翌２３日朝になると一揆勢は伊佐村へ出て打ち

こわしを始めた。その後、四郎ケ原に出て二手にわ

かれた。一手は大嶺村西分、平原、白岩へ向かっ

た。一手は赤間関街道を通り、植松で白岩の一手

と合流した。つづいて、村屋村へ向かった。そこから

吉田村の木屋・肥田両所でも打ちこわしを行い、

吉田市へ集った人数はおよそ２０００人といわれ

た。その後、山陽町域の各村に進み、２６日になって

ようやく沈静した。                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                   

22日朝、喜三太、伊之助、千

歳は村役人の制止を聞かず、

強引に八幡社へ登り、次第に

多数が集ってきた。さらに畔頭

などの説得でようやく午後４時

に沈静した。 

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                

強引に八幡社へ登り、次第に多数が集ってきた。

さらに畔頭などの説得でようやく午後４時に沈静

した。 

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                

６月２１日 土 

９：００～（1 時間半程度） 

・ごみ拾いや桜の木周辺の草刈りなどを行います。 

・鎌、草刈り機等は持参いただけると助かります。 

・混合油は公民館で用意します。 

５日 木 於福元気クラブ １０：００～ 

６日 金 於福教場 １３：３０～ 

１５日 日 於福町民親睦スポーツ大会 ９：００～ 

１６日 月 吹矢おふく １３：００～ 

１８日 水 子育てサークル １０：００～ 

１８日 水 心配ごと相談 １４：００～ 

１９日 木 於福元気クラブ １０：００～ 

２０日 金 於福教場 １３：３０～ 

２１日 土 国道３１６号線沿い清掃活動 ９：００～ 

３０日 月 吹矢おふく １３：００～ 

 

於福地区の人口
令和７年４月末現在、（ ）内は前月比 

世帯数：685世帯（-1） 

男性：535人（-2）  女性：681人（±0） 

合計：1216人（-2） 

そうめん流し 
営業時間 

営 業 日 

１０：００～１６：００ 

５・６・９月は土日祝のみ営業、７月５日（土）

から８月３１日（日）までは毎日営業 

オオキンケイギクは特定外来生物です！ 

この花は北米原産のオオキンケイギク、環境省

が平成１８年２月に「特定外来生物」に指定した植

物で、本来の地域の自然にあってはならない植物

です。宿根草なので地上部を刈り取っただけでは

絶えません。６月が花季なので、身近でこの花を

見かけたら抜き取ってください。               

【西寺・増原 啓一】 


